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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハードウェア構成光ネットワークのための光ネットワーク要素であって、前記光ネット
ワーク要素は、
　ａ）クライアントデータトラフィックを含む光キャリヤを含み、受信制御情報を含む、
入力光信号を前記ハードウェア構成光ネットワークから受信する第１の光ポートと、
　ｂ）前記第１の光ポートに光結合されている入力を有する光スプリッタであって、前記
光スプリッタは、前記入力光信号を、第１の出力に送信される第１の部分と、第２の出力
に送信される第２の部分とに分離させる、光スプリッタと、
　ｃ）前記光スプリッタの前記第１の出力に光結合されている入力を有するデモジュレー
タであって、前記デモジュレータは、前記光ネットワーク要素を構成するために、前記受
信制御情報をデコードする、デモジュレータと、
　ｄ）伝送制御情報を受信する電気変調入力と、前記光スプリッタの前記第２の出力に光
結合されている光入力とを有するモジュレータであって、前記モジュレータは、低周波数
変調を、クライアントデータトラフィックを含む前記光キャリヤを含む前記光信号上にお
いて直接に行い、それによって、前記クライアントデータトラフィックを含む前記光キャ
リヤを含む伝送光制御信号を生成し、前記低周波変調の周波数は、前記クライアントデー
タトラフィックの変調周波数未満であり、前記伝送光制御信号は、前記受信された伝送制
御情報を表す、モジュレータと、
　ｅ）前記受信された伝送制御情報を表す前記伝送光制御信号を前記ハードウェア構成光
ネットワークに伝送する第２の光ポートと
　を備えている、光ネットワーク要素。
【請求項２】
　前記クライアントデータトラフィックは、波長可変光送受信機から生じる、請求項１に
記載の光ネットワーク要素。
【請求項３】
　前記クライアントデータトラフィックは、波長のバンド内に滞在する、請求項１に記載
の光ネットワーク要素。
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【請求項４】
　前記受信制御情報は、前記入力光信号上において振幅変調されている、請求項１に記載
の光ネットワーク要素。
【請求項５】
　前記受信制御情報は、前記入力光信号上において位相変調されている、請求項１に記載
の光ネットワーク要素。
【請求項６】
　前記モジュレータは、振幅変調を前記クライアントデータトラフィック上において行い
、それによって、前記受信された伝送制御情報を表す振幅変調された伝送光制御信号を生
成する、請求項１に記載の光ネットワーク要素。
【請求項７】
　前記モジュレータは、位相変調を前記クライアントデータトラフィック上において行い
、それによって、前記受信された伝送制御情報を表す位相変調された伝送光制御信号を生
成する、請求項１に記載の光ネットワーク要素。
【請求項８】
　前記受信制御情報の変調周波数は、前記光信号上のクライアントデータ変調の周波数未
満である、請求項１に記載の光ネットワーク要素。
【請求項９】
　前記光ネットワーク要素は、波長選択スイッチを備えている、請求項１に記載の光ネッ
トワーク要素。
【請求項１０】
　前記光ネットワーク要素は、光チャネルモニタを備えている、請求項１に記載の光ネッ
トワーク要素。
【請求項１１】
　前記光ネットワーク要素は、光増幅器を備えている、請求項１に記載の光ネットワーク
要素。
【請求項１２】
　前記光ネットワーク要素は、プログラマブルフィルタを備えている、請求項１に記載の
光ネットワーク要素。
【請求項１３】
　前記光ネットワーク要素は、送受信機を備えている、請求項１に記載の光ネットワーク
要素。
【請求項１４】
　前記光ネットワーク要素は、波長マルチプレクサ／デマルチプレクサを備えている、請
求項１に記載の光ネットワーク要素。
【請求項１５】
　前記光ネットワーク要素は、波長クロスコネクト装置を備えている、請求項１に記載の
光ネットワーク要素。
【請求項１６】
　前記受信および前記伝送制御情報のうちの少なくとも１つは、デジタル診断データを含
む、請求項１に記載の光ネットワーク要素。
【請求項１７】
　前記デジタル診断データは、送信機チャネル識別番号、受信機チャネル識別番号、光チ
ャネルモニタ較正データ、光ネットワーク要素較正データ、および光要素アラーム閾値デ
ータのうちの少なくとも１つを含む、請求項１６に記載の光ネットワーク要素。
【請求項１８】
　前記第１の光ポートと前記第２の光ポートとは、同一の光ポートである、請求項１に記
載の光ネットワーク要素。
【請求項１９】
　前記ハードウェア構成ネットワークを構成するための前記伝送制御情報を受信する電子
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ポートをさらに備えている、請求項１に記載の光ネットワーク要素。
【請求項２０】
　前記デコードされた受信制御情報を受信し、前記デコードされた制御情報に応答して、
前記光ネットワーク要素を構成する制御プロセッサをさらに備えている、請求項１に記載
の光ネットワーク要素。
【請求項２１】
　ハードウェア構成光ネットワークのための光ネットワーク要素であって、前記光ネット
ワーク要素は、
　ａ）クライアントデータトラフィックを含む光キャリヤを含む入力光信号を前記ハード
ウェア構成光ネットワークから受信する第１の光ポートと、
　ｂ）伝送制御情報を受信する電気変調入力と、前記第１の光ポートに光結合されている
光入力とを有するモジュレータであって、前記モジュレータは、低周波数変調を、クライ
アントデータトラフィックを含む前記光キャリヤ上において直接に行い、それによって、
前記クライアントデータトラフィックを含む前記光キャリヤを含む伝送光制御信号を生成
し、前記低周波変調の周波数は、前記クライアントデータトラフィックの変調周波数未満
であり、前記伝送光制御信号は、前記受信された伝送制御情報を表す、モジュレータと、
　ｃ）前記受信された伝送制御情報を表す前記伝送光制御信号を前記ハードウェア構成光
ネットワークに伝送する第２の光ポートと
　を備えている、光ネットワーク要素。
【請求項２２】
　前記クライアントデータトラフィックは、波長可変光送受信機から生じる、請求項２１
に記載の光ネットワーク要素。
【請求項２３】
　前記クライアントデータトラフィックは、波長のバンド内に滞在する、請求項２１に記
載の光ネットワーク要素。
【請求項２４】
　前記モジュレータは、振幅変調を前記クライアントデータトラフィック上において行い
、それによって、前記受信された伝送制御情報を表す振幅変調された伝送光制御信号を生
成する、請求項２１に記載の光ネットワーク要素。
【請求項２５】
　前記モジュレータは、位相変調を前記クライアントデータトラフィック上において行い
、それによって、前記受信された伝送制御情報を表す位相変調された伝送光制御信号を生
成する、請求項２１に記載の光ネットワーク要素。
【請求項２６】
　前記伝送制御情報は、デジタル診断データを含む、請求項２１に記載の光ネットワーク
要素。
【請求項２７】
　前記デジタル診断データは、送信機チャネル識別番号、受信機チャネル識別番号、光チ
ャネルモニタ較正データ、光ネットワーク要素較正データ、および光要素アラーム閾値デ
ータのうちの少なくとも１つを含む、請求項２６に記載の光ネットワーク要素。
【請求項２８】
　ハードウェア構成光ネットワークにおける光ネットワーク要素を構成する方法であって
、前記方法は、
　ａ）クライアントデータトラフィックを含む光キャリヤを含み、受信制御情報を含む、
光信号を前記ハードウェア構成光ネットワークから受信することと、
　ｂ）前記受信された光信号を分割し、前記受信された光信号の第１の部分をデモジュレ
ータに送信し、前記受信された光信号の第２の部分をモジュレータに送信することと、
　ｃ）前記デモジュレータを使用して、前記ハードウェア構成光ネットワークからの前記
受信された光信号の前記第１の部分内の前記受信制御情報を復調することと、
　ｄ）前記復調された受信制御情報に従って、前記光ネットワーク要素を構成することと
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、
　ｅ）前記モジュレータを使用して、クライアントデータトラフィックを含む前記光キャ
リヤ上において低周波数変調を直接に行うことによって、前記受信された光信号の前記第
２の部分上において伝送制御情報を変調し、それによって、前記クライアントデータトラ
フィックを含む前記光キャリヤを含む伝送光制御信号を生成することであって、前記低周
波変調の周波数は、前記クライアントデータトラフィックの変調周波数未満であり、前記
伝送光制御信号は、受信された伝送制御情報を表す、ことと、
　ｆ）前記受信された伝送制御情報を表す前記伝送光制御信号を前記ハードウェア構成ネ
ットワークに伝送することと
　を含む、方法。
【請求項２９】
　前記ハードウェア構成光ネットワークからの前記受信制御情報は、振幅変調されている
、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記ハードウェア構成光ネットワークからの前記受信制御情報は、位相変調されている
、請求項２８に記載の方法。
【請求項３１】
　前記伝送制御情報を変調することは、前記伝送制御情報を振幅変調することを含む、請
求項２８に記載の方法。
【請求項３２】
　前記伝送制御情報を変調することは、前記伝送制御情報を位相変調することを含む、請
求項２８に記載の方法。
【請求項３３】
　前記ハードウェア構成光ネットワークからの前記受信制御情報の変調周波数は、前記光
ネットワーク上のクライアントデータ変調の周波数未満である、請求項２８に記載の方法
。
【請求項３４】
　前記受信された光信号を増幅し、受信制御情報および伝送制御情報のうちの少なくとも
１つを伴う前記増幅された受信信号を前記ハードウェア構成ネットワークに伝送すること
をさらに含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項３５】
　前記受信された光信号の一部を監視し、前記受信信号の残りの部分を前記ハードウェア
構成ネットワークに伝送することをさらに含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項３６】
　前記受信された光信号の波長を前記ハードウェア構成ネットワーク内の特定のチャネル
に切り替えることをさらに含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項３７】
　前記受信された光信号の波長を前記ハードウェア構成ネットワーク内の特定のチャネル
に多重化／逆多重化することをさらに含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項３８】
　前記クライアントデータトラフィック上においてデジタル診断データを変調することを
さらに含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項３９】
　前記デジタル診断データは、ハードウェア識別番号、光チャネルモニタ較正データ、光
ネットワーク要素較正データ、および光要素アラーム閾値データのうちの少なくとも１つ
を含む、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　ハードウェア構成光ネットワークにおける光ネットワーク要素を構成する方法であって
、前記方法は、
　ａ）受信制御情報を含む光信号を前記ハードウェア構成光ネットワークから受信するこ
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とと、
　ｂ）前記ハードウェア構成光ネットワークからの前記受信制御情報を復調することと、
　ｃ）前記復調された受信制御情報から前記ハードウェア構成光ネットワーク内のエラー
状態を検出することと、
　ｄ）前記ハードウェア構成光ネットワーク内の前記エラー状態を是正する構成情報を含
む伝送制御情報を生成することと、
　ｅ）光キャリヤ上において伝送制御情報を変調し、それによって、前記ハードウェア構
成光ネットワーク内の前記エラー状態を是正する構成情報を含む前記伝送制御情報を表す
伝送光制御信号を生成することと、
　ｆ）前記光キャリヤ上において、前記ハードウェア構成光ネットワーク内の前記エラー
状態を是正する構成情報を含む前記伝送制御情報を表す前記伝送光制御信号を前記ハード
ウェア構成ネットワークに伝送することと
　を含む、方法。
【請求項４１】
　ａ）第２の光ネットワーク要素において、前記ハードウェア構成光ネットワーク内の前
記エラー状態を是正する構成情報を含む前記伝送光制御信号を受信することと、
　ｂ）第２の光ネットワーク要素において、前記エラー状態を是正する構成情報を含む前
記受信された制御情報を復調することと、
　ｃ）前記エラー状態を是正する前記復調された受信制御情報構成情報に従って、前記第
２の光ネットワーク要素を再構成し、それによって、前記ハードウェア構成光ネットワー
ク内の前記エラー状態を是正することと
　をさらに含む、請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記ハードウェア構成光ネットワーク内のエラー状態は、配線エラーを含む、請求項４
０に記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　ハードウェア構成光ネットワークのための光ネットワーク要素であって、前記光ネット
ワーク要素は、
　ａ）受信制御情報を含む入力光信号を前記ハードウェア構成光ネットワークから受信す
る第１の光ポートと、
　ｂ）前記第１の光ポートに光結合されている入力を有するデモジュレータであって、前
記デモジュレータは、前記光ネットワーク要素を構成するために、前記受信制御情報をデ
コードする、デモジュレータと、
　ｃ）伝送制御情報を受信する電気変調入力を有するモジュレータであって、前記モジュ
レータは、変調を光キャリヤ上において行い、それによって、前記伝送制御情報を表す伝
送光制御信号を生成する、モジュレータと、
　ｄ）前記伝送制御情報を表す前記伝送光制御信号を前記ハードウェア構成光ネットワー
クに伝送する第２の光ポートと
　を備えている、光ネットワーク要素。
（項目２）
　前記光キャリヤは、クライアントデータトラフィック、ダミートラフィック、ＣＷ光信
号、および自然放射増幅光のうちの少なくとも１つを含む、項目１に記載の光ネットワー
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ク要素。
（項目３）
　前記光キャリヤは、複数の波長のうちの１つを含む、項目１に記載の光ネットワーク要
素。
（項目４）
　前記光キャリヤは、波長のバンドを含む、項目１に記載の光ネットワーク要素。
（項目５）
　前記受信制御情報は、前記入力光信号上において振幅変調されている、項目１に記載の
光ネットワーク要素。
（項目６）
　前記受信制御情報は、前記入力光信号上において位相変調されている、項目１に記載の
光ネットワーク要素。
（項目７）
　前記モジュレータは、振幅変調を前記光キャリヤ上において行い、それによって、前記
電気伝送制御情報を表す振幅変調された伝送光制御信号を生成する、項目１に記載の光ネ
ットワーク要素。
（項目８）
　前記モジュレータは、位相変調を前記光キャリヤ上において行い、それによって、前記
電気伝送制御情報を表す位相変調された伝送光制御信号を生成する、項目１に記載の光ネ
ットワーク要素。
（項目９）
　前記受信制御情報の変調周波数は、前記光信号上のクライアントデータ変調の周波数未
満である、項目１に記載の光ネットワーク要素。
（項目１０）
　前記伝送光制御信号の変調周波数は、前記光信号上のクライアントデータ変調の周波数
未満である、項目１に記載の光ネットワーク要素。
（項目１１）
　前記光ネットワーク要素は、波長選択スイッチを備えている、項目１に記載の光ネット
ワーク要素。
（項目１２）
　前記光ネットワーク要素は、光チャネルモニタを備えている、項目１に記載の光ネット
ワーク要素。
（項目１３）
　前記光ネットワーク要素は、光増幅器を備えている、項目１に記載の光ネットワーク要
素。
（項目１４）
　前記光ネットワーク要素は、プログラマブルフィルタを備えている、項目１に記載の光
ネットワーク要素。
（項目１５）
　前記光ネットワーク要素は、送受信機を備えている、項目１に記載の光ネットワーク要
素。
（項目１６）
　前記光ネットワーク要素は、波長マルチプレクサ／デマルチプレクサを備えている、項
目１に記載の光ネットワーク要素。
（項目１７）
　前記光ネットワーク要素は、波長クロスコネクト装置を備えている、項目１に記載の光
ネットワーク要素。
（項目１８）
　前記光キャリヤは、前記光ネットワーク要素によって生成される、項目１に記載の光ネ
ットワーク要素。
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（項目１９）
　前記受信および前記伝送制御情報のうちの少なくとも１つは、デジタル診断データを含
む、項目１に記載の光ネットワーク要素。
（項目２０）
　前記デジタル診断データは、送信機チャネル識別番号、受信機チャネル識別番号、光チ
ャネルモニタ較正データ、光ネットワーク要素較正データ、および光要素アラーム閾値デ
ータのうちの少なくとも１つを含む、項目１９に記載の光ネットワーク要素。
（項目２１）
　前記第１の光ポートと前記第２の光ポートとは、同一の光ポートである、項目１に記載
の光ネットワーク要素。
（項目２２）
　前記ハードウェア構成ネットワークを構成するための前記伝送制御情報を受信する電子
ポートをさらに備えている、項目１に記載の光ネットワーク要素。
（項目２３）
　前記デコードされた受信制御情報を受信し、前記デコードされた制御情報に応答して、
前記光ネットワーク要素を構成する制御プロセッサをさらに備えている、項目１に記載の
光ネットワーク要素。
（項目２４）
　ハードウェア構成光ネットワークのための光ネットワーク要素であって、前記光ネット
ワーク要素は、
　ａ）入力光信号を前記ハードウェア構成光ネットワークから受信する第１の光ポートと
、
　ｂ）伝送制御情報を受信する電気変調入力を有するモジュレータであって、前記モジュ
レータは、変調を前記入力光信号上において行い、それによって、前記伝送制御情報を表
す伝送光制御信号を生成する、モジュレータと、
　ｃ）前記伝送制御情報を表す前記伝送光制御信号を前記ハードウェア構成光ネットワー
クに伝送する第２の光ポートと
　を備えている、光ネットワーク要素。
（項目２５）
　前記入力光信号は、クライアントデータトラフィック、ダミートラフィック、ＣＷ光信
号、および自然放射増幅光のうちの少なくとも１つを含む、項目２４に記載の光ネットワ
ーク要素。
（項目２６）
　前記入力光信号は、複数の波長のうちの１つを含む、項目２４に記載の光ネットワーク
要素。
（項目２７）
　前記入力光信号は、波長のバンドを含む、項目２４に記載の光ネットワーク要素。
（項目２８）
　前記モジュレータは、振幅変調を前記入力光信号上において行い、それによって、前記
電気伝送制御情報を表す振幅変調された伝送光制御信号を生成する、項目２４に記載の光
ネットワーク要素。
（項目２９）
　前記モジュレータは、位相変調を前記入力光信号上において行い、それによって、前記
電気伝送制御情報を表す位相変調された伝送光制御信号を生成する、項目２４に記載の光
ネットワーク要素。
（項目３０）
　前記伝送光制御信号の変調周波数は、前記入力光信号上のクライアントデータ変調の周
波数未満である、項目２４に記載の光ネットワーク要素。
（項目３１）
　前記伝送制御情報は、デジタル診断データを含む、項目２４に記載の光ネットワーク要
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素。
（項目３２）
　前記デジタル診断データは、送信機チャネル識別番号、受信機チャネル識別番号、光チ
ャネルモニタ較正データ、光ネットワーク要素較正データ、および光要素アラーム閾値デ
ータのうちの少なくとも１つを含む、項目３１に記載の光ネットワーク要素。
（項目３３）
　ハードウェア構成光ネットワークにおける光ネットワーク要素を構成する方法であって
、前記方法は、
　ａ）受信制御情報を含む光信号を前記ハードウェア構成光ネットワークから受信するこ
とと、
　ｂ）前記ハードウェア構成光ネットワークからの前記受信制御情報を復調することと、
　ｃ）前記復調された受信制御情報に従って、前記光ネットワーク要素を構成することと
、
　ｄ）光キャリヤ上において伝送制御情報を変調し、それによって、前記伝送制御情報を
表す伝送光制御信号を生成することと、
　ｅ）前記光キャリヤ上において前記伝送制御情報を表す前記伝送光制御信号を前記ハー
ドウェア構成ネットワークに伝送することと
　を含む、方法。
（項目３４）
　前記光キャリヤ上において伝送制御情報を変調することは、ダミートラフィック、ＣＷ
光信号、および自然放射増幅光のうちの少なくとも１つから前記光キャリヤを生成するこ
とを含む、項目３３に記載の方法。
（項目３５）
　前記光キャリヤ上において伝送制御情報を変調することは、複数の波長のうちの１つか
ら前記光キャリヤを生成することを含む、項目３３に記載の方法。
（項目３６）
　前記光キャリヤ上において伝送制御情報を変調することは、前記受信された光信号の複
数の波長のうちの１つから前記光キャリヤを生成することを含む、項目３３に記載の方法
。
（項目３７）
　前記ハードウェア構成光ネットワークからの前記受信制御情報は、振幅変調されている
、項目３３に記載の方法。
（項目３８）
　前記ハードウェア構成光ネットワークからの前記受信制御情報は、位相変調されている
、項目３３に記載の方法。
（項目３９）
　前記伝送制御情報を変調することは、前記伝送制御情報を振幅変調することを含む、項
目３３に記載の方法。
（項目４０）
　前記伝送制御情報を変調することは、前記伝送制御情報を位相変調することを含む、項
目３３に記載の方法。
（項目４１）
　前記ハードウェア構成光ネットワークからの前記受信制御情報の変調周波数は、前記光
ネットワーク上のクライアントデータ変調の周波数未満である、項目３３に記載の方法。
（項目４２）
　前記受信された光信号を増幅し、受信制御情報および伝送制御情報のうちの少なくとも
１つを伴う前記増幅された受信信号を前記ハードウェア構成ネットワークに伝送すること
をさらに含む、項目３３に記載の方法。
（項目４３）
　前記受信された光信号の一部を監視し、前記受信信号の残りの部分を前記ハードウェア
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構成ネットワークに伝送することをさらに含む、項目３３に記載の方法。
（項目４４）
　前記受信された光信号の波長を前記ハードウェア構成ネットワーク内の特定のチャネル
に切り替えることをさらに含む、項目３３に記載の方法。
（項目４５）
　前記受信された光信号の波長を前記ハードウェア構成ネットワーク内の特定のチャネル
に多重化／逆多重化することをさらに含む、項目３３に記載の方法。
（項目４６）
　前記光ネットワーク要素を用いて前記光キャリヤを生成することをさらに含む、項目３
３に記載の方法。
（項目４７）
　前記光キャリヤ上においてデジタル診断データを変調することをさらに含む、項目３３
に記載の方法。
（項目４８）
　前記デジタル診断データは、ハードウェア識別番号、光チャネルモニタ較正データ、光
ネットワーク要素較正データ、および光要素アラーム閾値データのうちの少なくとも１つ
を含む、項目４７に記載の方法。
（項目４９）
　ハードウェア構成光ネットワークにおける光ネットワーク要素を構成する方法であって
、前記方法は、
　ａ）受信制御情報を含む光信号を前記ハードウェア構成光ネットワークから受信するこ
とと、
　ｂ）前記ハードウェア構成光ネットワークからの前記受信制御情報を復調することと、
　ｃ）前記復調された受信制御情報から前記ハードウェア構成光ネットワーク内のエラー
状態を検出することと、
　ｄ）前記ハードウェア構成光ネットワーク内の前記エラー状態を是正する構成情報を含
む伝送制御情報を生成することと、
　ｅ）光キャリヤ上において伝送制御情報を変調し、それによって、前記ハードウェア構
成光ネットワーク内の前記エラー状態を是正する構成情報を含む前記伝送制御情報を表す
伝送光制御信号を生成することと、
　ｆ）前記光キャリヤ上において、前記ハードウェア構成光ネットワーク内の前記エラー
状態を是正する構成情報を含む前記伝送制御情報を表す前記伝送光制御信号を前記ハード
ウェア構成ネットワークに伝送することと
　を含む、方法。
（項目５０）
　ａ）第２の光ネットワーク要素において、前記ハードウェア構成光ネットワーク内の前
記エラー状態を是正する構成情報を含む前記伝送光制御信号を受信することと、
　ｂ）第２の光ネットワーク要素において、前記エラー状態を是正する構成情報を含む前
記受信された制御情報を復調することと、
　ｃ）前記エラー状態を是正する前記復調された受信制御情報構成情報に従って、前記第
２の光ネットワーク要素を再構成し、それによって、前記ハードウェア構成光ネットワー
ク内の前記エラー状態を是正することと
　をさらに含む、項目４９に記載の方法。
（項目５１）
　前記ハードウェア構成光ネットワーク内のエラー状態は、配線エラーを含む、項目４９
に記載の方法。
　本教示の一側面は、本明細書に説明されるハードウェア構成ネットワークが、光ネット
ワーク要素のためのデジタル診断を提供することができることである。公知の送受信機は
、時として、マイクロプロセッサと、データリンク上に性能情報を提供する診断インター
フェースとを含む。これは、ユーザが、ネットワーク内の任意の送受信機の受信された光
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強度、伝送される光強度、レーザバイアス電流、送受信機入力電圧、および送受信機温度
等、多数の性能パラメータをリアルタイムで遠隔で監視することを可能にする。デジタル
診断機能は、ユーザ、クライアント、および外部ネットワーク管理システムに、性能監視
を実装するためのツールを提供する。
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